
水稲栽培では、夏場の暑い時期の追
肥は重労働であり、その省力化が求
められています。今号では、省力追
肥が可能な技術のひとつであるドロ
ーン施肥について、導入の利点や注
意点、ドローン用肥料の特長を紹介
します。

ドローンを導入する利点

ドローン施肥と動力散布機による
肥料散布を比較すると、散布時間は
手動飛行で48.5％、自動飛行で33.1
％削減することができます（農研機
構による調査）。また、追肥に尿素や
NK化成を使用すると、被覆肥料を
含む一発肥料を使用した場合に比べ、
肥料コストを抑制できます。一部の
機体では、センシングデータに基づ
き、圃場内の生育のバラツキを考慮
した可変施肥が可能であり、施肥ム
ラや部分的な肥料不足を抑えた無駄
のない施肥が期待できます。

ドローン導入時の注意点

ドローンで肥料散布を行うには、事
前に講習を受け、一定の技能を習得

する必要があります。また、ドロー
ン施肥は「物件投下」にあたるため、
航空法に基づく事前の許可や届け出、
事後報告が必要となります。
　ドローン機体の課題として、積載
量や散布できる肥料の形状が限られ
ることが挙げられます。購入前に機
体が必要なスペックを満たしている
ことを確認してください（表１）。夏
場の追肥では、タンク内での肥料の
付着や固結、残った肥料による機体
の腐食などが懸念されます。使用後
は速やかに機体を清掃することが重
要です。

ドローン施肥が可能な肥料の特長

　前述したように、ドローンは積載
量が限られるため、高成分肥料を使
用するのが望ましい（散布量が少な
くて済むため）です。一方で、尿素
のような吸湿しやすい肥料を使用す
ることで、タンク内での付着・固結

のリスクは高まります。これに対応
して、現在販売中のドローン施肥が
可能な肥料には、肥料の表面を加工
することにより肥料の吸湿を抑えた
銘柄もあります。
表２はドローン施肥が可能な肥料

の一例です。それぞれの肥料の特性
を把握したうえで、ご自身に必要な
銘柄の選定にぜひご活用ください。
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写真１　ドローン施肥の様子
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省力追肥が可能なドローン施肥

表２　ドローン施肥が可能な肥料の一例

資材

片倉コープアグリ セントラル化成
空散追肥306 コロン（液肥） セラコートＲスカイ44

成分 30－０－６ 27－０－０ 44－０－０
備考 無人ヘリでの散布試験済 高濃度散布でも肥焼けしにくい セラコート（被覆肥料）を配合

ドローンで肥料散布を行う際は、周囲の安全を確認し、ドリフトに十分ご注意ください。
肥料の吸湿を防ぐため、開封後は速やかにご使用ください。各資材は一例であり、取扱いや使用方法などは地域によって異なる場合があるため、詳しくは最寄りの
ＪＡなどにご確認ください。

表１　ドローン機体の性能

重量（㎏）
タンク容量

飛行時間（分） 散布可能面積（ha）
/１フライト 価格

液剤（Ｌ） 粒剤（㎏）
6.2～26.3 ５～30 ７～40 10～35 0.5～2.0 100～200万円前後
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